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支
店
長　

鈴 

木　

康 

夫

２年生アルファコース２年生アルファコース

アカデミック
　セミナーを開催
アカデミック
　セミナーを開催

つ
な
が
る
食
育
推
進
事
業

活

動

報

告

１
年
生

芸
術
鑑
賞
会
は
レ
デ
ィ
・
ベ
ス

���

目標達成に向けた計画を立てる
１・２年 進路三者面談

私
学
文
化
祭

「
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
〜
こ
だ
ま
す
る
心
〜
」

第
２
学
年
ア
ル
フ
ァ
コ
ー
ス

を
対
象
と
し
た
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

セ
ミ
ナ
ー
を
１１
月
２０
日
と
２４
日

に
第
１
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
に
て

開
催
し
た
。

こ
れ
は
学
部
・
学
科
へ
の
探

求
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
大
学
の
教
授
を
お
招
き

し
、
講
演
を
し
て
い
た
だ
く
も

の
で
あ
る
。

１１
月
２０
日
は
文
系
生
徒
を
対

象
に
、
群
馬
大
学
社
会
情
報
学

部
教
授
富
山
慶
典
先
生
に
「
チ

ェ
ス
か
ら
核
戦
争
ま
で
を
読
み

解
く
ゲ
ー
ム
理
論
〜
合
い
言
葉

は
ナ
ッ
シ
ュ
で
行
こ
う
！
」
の

テ
ー
マ
で
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

ゲ
ー
ム
理
論
の
最
も
古
典
と

さ
れ
る
「
囚
人
の
ジ
レ
ン
マ
」

に
つ
い
て
、
実
際
に
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
し
な
が
ら
プ
レ
ー

ヤ
ー
と
し
て
の
立
場
の
相
違
に

よ
る
理
論
展
開
を
体
感
。
そ
の

後
、
各
事
象
を
一
般
論
に
導
く

こ
と
が
で
き
る
か
を
検
証
す
る

難
し
さ
と
面
白
さ
に
つ
い
て
説

明
い
た
だ
い
た
。
学
問
の
奥
深

さ
を
認
識
す
る
貴
重
な
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

１１
月
２４
日
は
理
系
生
徒
を
対

象
に
、
群
馬
大
学
理
工
学
部
教

授
桂
進
司
先
生
を
お
招
き
し

「
化
学
的
な
モ
ノ
づ
く
り
と

は
」
の
テ
ー
マ
で
ご
講
演
い
た

だ
い
た
。

モ
ノ
づ
く
り
で
は
少
な
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
高
い
効
率
性
を
求

め
、
か
つ
副
産
物
は
少
な
く
行

う
こ
と
に
あ
る
と
い
う
視
点
で
、

身
近
な
物
質
の
精
製
に
関
わ
る

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
お
話
い
た

だ
い
た
。
講
演
後
に
は
活
発
な

質
疑
応
答
も
行
わ
れ
、
有
意
義

な
セ
ミ
ナ
ー
と
な
っ
た
。

文
部
科
学
省
事
業
「
つ
な
が

る
食
育
推
進
事
業
」
と
し
て
、

１１
月
４
日
、
加
須
市
民
を
対
象

と
し
たC

aF
e

メ
シ
が
本
校

試
食
室
に
て
実
施
さ
れ
た
。
参

加
者
は
１
７
２
名
。
調
理
担
当

は
食
育
実
践
科
の
２
年
生
。
地

域
の
民
生
委
員
さ
ん
を
は
じ
め

多
く
の
方
々
が
来
校
さ
れ
た
。

本
校
の
テ
ー
マ
に
「
若
い
世

代
が
担
い
手
と
な
っ
て
、
食
育

活
動
を
展
開
す
る
」「
地
域
発

信
型
の
共
食
へ
」
を
掲
げ
て
お

り
、
今
回
は
そ
の
実
践
と
し
て

加
須
市
民
の
方
々
に
、C

aF
e

メ
シ
を
提
供
し
た
。
食
材
に
は

加
須
産
の
米
や
野
菜
、味
噌（
浮

野
味
噌
）
な
ど
地
産
地
消
に
も

こ
だ
わ
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
と
し
た
。

特
に
、
甘
酒
プ
リ
ン
は
、
加
須

市
地
域
雇
用
創
造
課
と
食
育
実

践
科
の
生
徒
と
の
コ
ラ
ボ
開
発

商
品
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
食
事

中
の
食
育
指
導
で
は
、
ク
イ
ズ

形
式
で
出
題
し
、
会
場
は
お
お

い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

１１
月
に
は
、
本
校
生
徒
を
対

象
と
し
て
、
各
料
理
の
コ
ン
セ

プ
ト
に
合
わ
せ
た
献
立
の
「
ア

ス
メ
シ
」「
ス
タ
メ
シ
」
も
実

施
さ
れ
た
。
冷
凍
食
品
な
ど
は

一
切
使
わ
ず
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

な
ど
も
す
べ
て
手
作
り
で
提
供

し
て
い
る
。
同
じ
空
間
で
同
じ

食
事
を
食
べ
る
「
共
食
」
と
い

う
時
間
が
、
と
て
も
大
切
で
あ

る
。
担
任
や
顧
問
の
先
生
、
ク

ラ
ス
の
仲
間
と
会
話
を
楽
し
み

な
が
ら
食
事
を
す
る
こ
と
も
重

要
な
食
育
活
動
の
一
環
で
あ
る
。

今
後
は
、
保
護
者
対
象
の
試

食
会
も
実
施
予
定
で
あ
る
。

普
通
科
・
食
育
実

践
科
の
１
年
生
及
び

保
護
者
を
対
象
に
芸

術
鑑
賞
会
が
１１
月
８

日
に
実
施
さ
れ
た
。

東
京
都
千
代
田
区
の

帝
国
劇
場
に
て「
レ
デ
ィ
・
ベ

ス
」を
鑑
賞
し
た
。「
レ
デ
ィ
・

ベ
ス
」
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
Ⅰ
世
の

波
乱
に
満
ち
た
人
生
を
描
い
た

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。
公
演
中
は
、

主
人
公
を
演
じ
る
元
宝
塚
娘
役

ト
ッ
プ
の
花
總
ま
り
さ
ん
を
は

じ
め
と
し
た
役
者
陣
に
よ
る
迫

真
の
演
技
や
歌
声
に
感
情
移
入

し
、
思
わ
ず
涙
す
る
生
徒
の
姿

も
み
ら
れ
た
。

生
で
見
る
演
技
や
迫
力
あ
る

演
出
、
暗
転
と
と
も
に
移
り
変

わ
る
舞
台
、
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル

な
ど
、
観
劇
を
最
後
ま
で
楽
し

ん
だ
。

多
く
の
生
徒
に
と
っ
て
初
め

て
の
経
験
と
な
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
鑑
賞
で
、
感
性
が
よ
り
豊
か

に
な
っ
た
。

浦
和
の
埼
玉
会

館
で
私
学
文
化
祭

が
１１
月
４
・
５
日

の
２
日
間
、
開
催

さ
れ
た
。

本
校
か
ら
は
、

美
術
部
・
写
真
部

・
書
道
部
の
３
ク

ラ
ブ
が
参
加
し
た
。

埼
玉
県
の
私
立

中
学
・
高
等
学
校

が
集
ま
る
文
化
祭

に
は
、
こ
れ
ま
で

の
部
活
動
の
成
果
と
し
て
多
数

の
作
品
を
出
品
し
、
写
真
部
の

松
浦
麟
太
郎
（
普
３
―
３
）
が

「
埼
玉
県
奨
励
賞
（
第
８
席
）」

を
受
賞
し
た
。
ま
た
、
最
終
日

に
は
他
校
の
先
生
方
に
よ
る
講

評
会
が
実
施
さ
れ
、
皆
積
極
的

に
勉
強
し
て
い
た
。
多
く
の
先

生
方
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、

改
め
て
作
品
を
作
る
難
し
さ
を

実
感
し
な
が
ら
、
芸
術
の
魅
力

に
も
気
付
く
こ
と
が
で
き
た
よ

う
だ
っ
た
。

秋
の
読
書
週
間
に
合
わ
せ
て

本
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
展
の
開
催
と
国
会

図
書
館
見
学
レ
ポ
ー
ト
を
公
表

し
た
。

本
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
展
は
夏
休
み
に

Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
作
成
し
て
も
ら
い
、

約
１
０
０
件
の
応
募
か
ら
１
次

審
査
通
過
の
作
品
３１
点
が
掲
示

さ
れ
、
二
次
審
査
は
本
を
読
ん

で
み
た
く
な
る
Ｐ
Ｏ
Ｐ
に
生
徒

や
職
員
が
投
票
し
、

校
長
賞
、
金
賞
、

銀
賞
な
ど
の
受
賞

者
を
決
定
す
る
。

ど
の
作
品
も
凝
っ

た
絵
や
紹
介
文
で

読
ん
で
み
た
い
と

思
わ
せ
る
作
品
に

な
っ
て
い
る
。
Ｐ

Ｏ
Ｐ
展
と
同
時
に
図
書
館
に
は

Ｐ
Ｏ
Ｐ
展
の
本
を
集
め
て
展
示

し
と
て
も
好
評
だ
。

国
会
図
書
館
見
学
は
、
夏
休

み
に
図
書
委
員
有
志
で
行
き
、

そ
の
時
の
レ
ポ
ー
ト
を
掲
示
し

た
。
国
会
図
書
館
は
議
員
の
立

法
活
動
を
補
佐
す
る
と
と
も
に

国
内
で
発
行
さ
れ
た
全
資
料
を

保
存
す
る
と
い
う
役
割
を
持
っ

て
い
る
。
約
４
０

０
０
万
冊
を
所
蔵

す
る
書
庫
で
は
珍

し
い
業
界
紙
や
マ

ガ
ジ
ン
の
創
刊
号

な
ど
、
貴
重
な
資

料
を
見
せ
て
も
ら

い
生
徒
ら
は
大
感

激
だ
っ
た
。

１
・
２
年
生

の
進
路
三
者
面

談
が
、
１０
月
３０

日
か
ら
１１
月
１７

日
の
３
週
間
に

わ
た
っ
て
実
施

さ
れ
た
。

１
年
生
は
、

将
来
の
進
路
や

目
標
を
明
確
に

さ
せ
、
そ
の
目

標
を
実
現
さ
せ

る
た
め
に
今
後

何
を
す
べ
き
か

話
し
合
っ
た
。

ま
ず
、
２
学
年

に
向
け
て
の
文

理
選
択
を
確
認
。

さ
ら
に
、
定
期

試
験
や
模
擬
試

験
の
結
果
を
も

と
に
、
学
校
と

家
庭
の
両
面
か
ら
、
入
学
か
ら

半
年
を
経
た
現
在
の
学
習
習
慣

や
生
活
習
慣
の
見
直
し
を
図
っ

た
。
ま
た
、
現
行
の
大
学
受
験

の
方
式
の
最
終
学
年
と
な
る
た

め
、
大
学
受
験
の
シ
ス
テ
ム
の

説
明
や
、
こ
こ
数
年
の
受
験
者

の
動
向
か
ら
考
え
ら
れ
る
受
験

費
用
な
ど
の
説
明
も
行
っ
た
。

２
年
生
は
日
頃
の
学
習
習
慣

や
生
活
習
慣
だ
け
で
な
く
、
来

年
度
の
受
験
に
向
け
て
さ
ら
に

具
体
的
な
進
路
指
導
を
行
い
、

定
期
試
験
や
模
擬
試
験
の
結
果

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
将
来
の
目

標
を
基
準
と
し
て
志
望
分
野
や

志
望
校
を
決
め
た
。
さ
ら
に
、

具
体
的
な
受
験
方
法
の
決
定
や
、

今
年
度
の
各
大
学
の
入
試
の
受

験
科
目
・
受
験
日
程
を
踏
ま
え

た
併
願
パ
タ
ー
ン
の
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
っ
た
こ
と

で
、
１
年
後
に
控
え
た
受
験
を

よ
り
明
確
に
イ
メ
ー
ジ
し
、
意

識
を
高
め
て
い
た
。

第
４６
回
埼
玉
県
私
学
文
化
祭

が
、
１１
月
４
日
と
５
日
に
埼
玉

会
館
で
行
わ
れ
た
。
今
年
度
の

テ
ー
マ
は
「
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
〜
こ
だ

ま
す
る
心
〜
」。
本
校
か
ら
は

コ
ー
ラ
ス
部
・
美
術
部
・
書
道

部
・
家
庭
科
部
が
参
加
し
、
そ

れ
ぞ
れ
発
表
を
行
っ
た
。

埼
玉
県
私
学
文
化
祭
は
、
県

内
の
私
立
中
高
の
文
化
部
が
合

同
で
行
う
も
の
で
、
作
品
の
展

示
や
発
表
を
一
般
公
開
し
て
お

り
、
上
位
に
は
県
知
事
賞
な
ど

が
贈
ら
れ
る
。

今
年
度
は
、
美
術
部
・
書
道

部
・
家
庭
科
部
が
数
年
ぶ
り
の

参
加
。
コ
ー
ラ
ス
部
は
部
員
３

名
と
い
う
少
数
精
鋭
で
の
参
加

と
な
っ
た
。
ど
の
部
活
動
も
、

日
頃
の
成
果
を
披
露
し
、
多
く

の
参
加
校
と
と
も
に
会
場
を
盛

り
上
げ
た
。

コ
ー
ラ
ス
部
は
昨
年
よ
り
も

少
な
い
人
数
で
、
受
賞
は
逃
し

た
も
の
の
、
８０
点
以
上
の
高
得

点
を
取
り
、
審
査
委
員
か
ら
も

好
評
で
あ
っ
た
。

美
術
部
か
ら
は
、
絵
画
部
門

で
２
年
４
組
の
松
木
梨
乃
さ
ん

が
優
秀
賞
を
受
賞
。
イ
ラ
ス
ト

部
門
で
は
２
年
９
組
の
中
島
咲

璃
さ
ん
が
佳
作
を
受
賞
し
た
。

書
道
部
か
ら
は
、
３
年
２
組

の
松
本
明
里
さ
ん
が
題
字
コ
ン

ク
ー
ル
で
優
秀
賞
を
受
賞
。
書

道
部
門
で
は
３
年
１
組
の
原
島

彩
美
さ
ん
が
佳
作
を
受
賞
し
た
。

家
庭
科
部
か
ら
も
、
３
年
８

組
の
矢
代
菜
摘
さ
ん
が
優
秀
賞
、

２
年
２
組
の
市
原
祐
子
さ
ん
が

佳
作
を
受
賞
し
た
。

伊
奈
町
活
性
化

の
政
策
提
言
の
代

表
発
表
が
１１
月
２０

日
、
本
校
に
お
い

て
行
わ
れ
た
。
こ

の
発
表
は
本
校
が

所
在
す
る
伊
奈
町

を
よ
り
良
く
し
て

い
く
た
め
に
何
が

で
き
る
か
と
い
う

こ
と
を
各
ク
ラ
ス

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
調
査
・

意
見
交
換
を
繰
り
返
し
な
が
ら

本
年
度
取
り
組
ん
で
き
た
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
集
大
成
で
あ
る
。

こ
の
発
表
の
司
会
を
務
め
、
話

し
合
い
の
中
心
と
も
な
っ
た
の

が
社
会
科
同
好
会
で
あ
っ
た
。

社
会
科
同
好
会
は
社
会
の
動

き
を
よ
く
知
り
、
問
題
解
決
策

を
考
え
て
い
く
と
い
う
目
的
で

発
足
し
た
同
好
会
で
、
地
域
調

査
や
企
業
訪
問
な
ど
を
主
な

活
動
と
し
て
い
る
。
今
年
度

は
「
伊
奈
町
の
特
産
を
作

る
」
こ
と
を
目
指
し
、
伊
奈

町
産
の
材
料
を
用
い
て
地
元

の
パ
ン
工
房
と
の
共
同
開
発

を
果
た
し
た
。
「
こ
の
パ
ン

の
開
発
に
先
立
ち
、
伊
奈
町

の
名
前
の
由
来
と
な
っ
て
い
る

伊
奈
忠
次
の
末
裔
を
訪
ね
、
お

話
を
伺
っ
た
。
そ
こ
で
、
忠
次

の
子
孫
が
起
業
し
た
北
千
住
の

特
産
で
あ
る
ネ
ギ
と
伊
奈
町
産

の
米
を
一
緒
に
使
う
と
い
う
ア

イ
デ
ィ
ア
が
生
ま
れ
、
よ
り
伊

奈
町
ら
し
い
特
産
品
と
な
っ

た
」
と
社
会
科
同
好
会
の
メ
ン

バ
ー
は
話
す
。

一
つ
の
物
事
に
対
し
、
多
方

面
か
ら
考
え
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を

出
し
協
力
し
な
が
ら
、
一
つ
の

形
に
し
て
い
く
力
が
今
後
求
め

ら
れ
て
い
く
。
試
行
錯
誤
を
繰

り
返
し
な
が
ら
伊
奈
町
政
策
提

言
を
形
に
で
き
た
こ
と
で
生
徒

た
ち
は
達
成
感
を
得
た
よ
う
だ

っ
た
。

保
護
者
会
環
境
整
備
振
興
部

に
よ
る
校
内
美
化
活
動
が
１１
月

１
日
に
行
わ
れ
、
５５
名
の
保
護

者
が
参
加
し
た
。

ま
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ

ー
ル
で
山
本
末
一
校
長
の
挨
拶

が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
校
内
の

美
化
活
動
を
行
い
、
ロ
ー
タ
リ

ー
の
花
壇
を
中
心
に
、
色
と
り

ど
り
の
ビ
オ
ラ
６
０
０
株
を
植

え
た
。
さ
ら
に
Ａ
館
前
の
除
草

や
清
掃
を
行
い
、
正
面
玄
関
は

明
る
い
雰
囲
気
と
な
っ
た
。

昼
食
を
は
さ
み
、
午
後
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
、
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
講

習
会
を
実
施
し
た
。
講
師
に
は

第
１１
期
生
保
護
者
の
高
橋
明
美

さ
ん
を
迎
え
、
プ
リ
ザ
ー
ビ
ン

グ
フ
ラ
ワ
ー
の
製
作
に
取
り
組

ん
だ
。
高
橋
さ
ん
に
講
師
を
依

頼
す
る
の
は
今
年
で
７
回
目
。

毎
年
、
保
護
者
か
ら
好
評
を
博

し
て
い
る
。

本
校
は
文
化
祭
や
体
育
祭
、

学
級
懇
談
会
な
ど
、
学
校
行
事

へ
の
保
護
者
の
出
席
率
が
非
常

に
高
い
。
学
校
と
保
護
者
が
連

携
を
密
に
し
、
協
力
し
て
生
徒

を
見
守
り
、
育
て
て
い
く
体
制

に
な
っ
て
い
る
。
兄
弟
で
本
校

に
入
学
す
る
家
庭
も
多
く
、
顔

な
じ
み
の
保
護
者
か
ら
卒
業
後

の
生
徒
の
様
子
を
聞
い
た
り
、

保
護
者
同
士
で
大
学
生
活
や
就

職
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
た

り
す
る
こ
と
も
あ
る
。
今
回
の

美
化
活
動
で
も
、
教
員
と
保
護

者
が
笑
顔
で
語
り
合
う
光
景
が

見
ら
れ
た
。

今
年
度
第
２
回
実
用
技
能
検

定
に
お
い
て
、
本
校
か
ら
２
級

３５
名
、
準
２
級
７１
名
が
合
格
し

た
。こ

れ
で
現
在
の
２
級
保
持
者

は
９１
名
、
準
２
級
保
持
者
は
４

３
２
名
と
な
っ
た
。

以
下
は
、
１
年
Ⅰ
類
で
準
２

級
に
合
格
し
た
生
徒
の
コ
メ
ン
ト
。

「
１
年
生
で
受
か
る
と
は
思

わ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
先
生

方
の
授
業
の
お
か
げ
で
、
受
か

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

（
１
―
８

酒
井
大
輔
）

「
英
検
単
語
帳
は
分
か
ら
な

い
単
語
に
印
を
付
け
、
２
回
目

以
降
は
印
の
色
を
変
え
て
い
き
、

ほ
と
ん
ど
覚
え
ら
れ
ま
し
た
」

（
１
―
８

山
﨑
望
月
）

「
あ
ま
り
時
間
が
な
い
中
、

時
間
を
見
つ
け
て
勉
強
し
、
合

格
で
き
た
の
で
嬉
し
い
で
す
」

（
１
―
９

簾
藤
里
奈
）

「
２
次
試
験
が
不
安
で
し
た

が
、
英
語
の
先
生
方
が
熱
心
に

指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
」

（
１
―
１０

野
口
結
衣
）

本
校
は
、
学
校
全
体
で
英
検

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
担

任
・
教
科
担
当
の
熱
心
な
指
導

が
着
実
に
成
果
に
つ
な
が
っ
て

お
り
、
２
年
生
で
は
生
徒
の
６６

％
が
す
で
に
準
２
級
を
取
得
し

て
い
る
。

水
廻
り
の
緊
急
修
繕

二
四
時
間
対
応

㈱
深
井
設
備
工
事

�
０
４
８
（
６
６
４
）
７
５
９
８

全
類
型
で
取
り
組
む
英
検

第４６回 私学文化祭

キャリア教育活動を牽引する社会科同好会キャリア教育活動を牽引する社会科同好会

本
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
展
と

国
会
図
書
館
見
学
を
実
施

保
護
者
会
に
よ
る
美
化
活
動


